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所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小竹下宮尾遺跡

集落 弥生時代
竪穴住居跡
掘立柱建物跡
土坑

弥生土器、石器、
鉄器

集落 古代 道路状遺構 土師器、須恵器、
鉄滓 波板状凹凸面、硬化面

集落 中世～近世 土坑 青磁 製炭土坑

その他 時期不明

掘立柱建物跡
溝
土坑
ピット

落とし穴

西坪岩屋谷遺跡

その他 弥生時代 － 弥生土器
墳墓 古墳時代 古墳周溝 － 円墳

その他

古代 － 土師器、須恵器

時期不明 溝
土坑 石器

落とし穴、
サヌカイト石核・剥片、
黒曜石剥片　
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弥生時代 弥生土器
中世 土師質土器
近世 陶器、磁器

時期不明
溝状遺構
土坑
ピット

落とし穴



所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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その他 弥生時代 弥生土器

集落 古代 段状遺構
ピット 土師器、須恵器

集落 中世 溝状遺構
土坑

土師器、須恵器、
瓦質土器、青磁、
石器、羽口、鉄
滓、有機質遺物

瑪瑙剥片、
鍛冶関連遺物、
種子

集落 近世 溝状遺構 陶器、磁器

その他 時期不明 溝状遺構
ピット

倉
くらだに

谷荒
あら た

田遺跡

その他
縄文時代 縄文土器
弥生時代 弥生土器

集落 古墳時代 竪穴住居跡 土師器、須恵器

その他

中世 瓦質土器
近世 瓦

時期不明
段状遺構
溝状遺構
土坑

鉄器、鉄滓
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その他
縄文時代 縄文土器
弥生時代 弥生土器

集落 古墳時代 段状遺構 土師器、須恵器

その他 時期不明 石器、鉄滓、
流動滓 黒曜石剥片、打製石鍬

松
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かみ
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第
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２遺跡 その他

縄文時代 縄文土器
弥生時代 弥生土器
古墳時代 土師器、須恵器
時期不明 石器

要     約

小竹下宮尾遺跡では、古代の道路状遺構を検出し、道路の構造について知見を得た。また、弥生時
代の竪穴住居跡、15世紀後半から17世紀前半の製炭土坑などを検出している。

西坪岩屋谷遺跡では、西坪岩屋谷古墳の周溝の一部を検出した。周溝の形態から判断し、円墳と考
えられる。古墳に伴う遺物が出土していないことから、築造時期は不明である。そのほか、区画と
目される溝を検出している。

東坪中林遺跡では、遺構は検出されず、遺物も近現代のものが出土するのみである。よって、調査
対象地には遺跡が現存しないことが確認できた。

小竹上鷹ノ尾遺跡では、帰属時期が不明ながら溝状遺構、土坑などを検出した。また、古墳時代の
包含層を確認し、弥生時代、中・近世の遺物も出土している。よって、調査対象地に遺跡が現存す
ることが確認できた。

倉谷西中田遺跡では、古代から近世を中心とした集落遺跡が、調査対象地に現存することを確認し
た。古代の段状遺構、中・近世の溝状遺構などを検出した。また、弥生時代及び中世の包含層を確
認している。

倉谷荒田遺跡では、古墳時代前期を中心とした集落遺跡が、調査対象地に現存することを確認し
た。また、調査地内より縄文時代から近世にかけての遺物が出土している。

豊成上金井谷峰遺跡では、古墳時代前期の集落遺跡が、調査対象地に現存することを確認した。ま
た時期不明ながら、溝状遺構、土坑なども検出している。遺物は、縄文土器、弥生土器、須恵器の
ほか、石器も出土している。

松河原上奥田第２遺跡では、縄文時代の包含層を確認したほか、弥生時代から古墳時代までの遺物
が出土している。遺構は検出していないが、調査対象地に遺跡が現存することが確認できた。
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